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研究課随名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的t学術的観点からの成果   名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の朋発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開絶  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  国 内  国 際   願 取  

特   

20鹿以上のカニクイザルはP18／PETで  
老人斑アミロイドの蓄積を評価すること  
ができる。PI8／PETを用いると組換えセ  
ンダイウイルスアミロイドワクチン、組換  

サルを用いたアルツ  えアデノ随伴ウイルスアミロイドワクチン  AD発病後のワクチン投与では進行を止  

ハイマー病及び血管  とも1一句の経口投与から3カ月で評価で  めることができない可能性が指摘されて  
とくにない。  いる。我々が開発中の経口ワクチンは  

クテン療法の有効  性認知症に対するワ   超早期の予防投与が可能で期待が大き  

任、安全性の評価   
頚動脈にマイクロ く、新聞や粗誌で繰り遺し取り上げられ  
で持捜性記憶機能浄書を示す再現性の 高い血管性認知症のモデル作成に成功  ている8   

した。これを用いてトs0l8Ctinを樺的とす  
る能動免疫ワクチンをこころみたが、安  

全性に検討課旭を残した。   クテンの有効性・安全性の評価を行うこ  
とができる。   

認知症患者の運転行動に関する実態、 及び、一般生活者における自動車運転  
に朋する意識を全国規模の調査から明  

らかにしたことは、認知症高齢者の自動 手運転に関する課塊の明確化に寄与  
認知症高齢者の自動  し、関係者間の情報共有と理解の促進  

支援のあり方に関す  総合研究   車道転に対する社会  る検討  19  21  認知症対策   荒井 由美子        を回るべく、具体的な社会支援策を捷示 するにあたっての貴重な知見となった。  
本研究の成果は、国際老年精神医学会  
における特別講演等、国内外の学会及  

ぴ、Ipt8m址10相IJoumal扉G引壷心永 P 

syGh；虞丹等の雄三割こおいて報告され た。   
て報告された。   支援策の構羞に寄与するものである。   

アルツハイマー病（AD）の根本治療薬朋  

発のため、発症・進行過程を忠実に反 映する客観的評価法の確立を目的に大  
アルツハイマー病尭   規模寵柑床観察研究JapanosoAD   

症と進展の客額的評  理検査を施行、米卸DNlとぐ○叩ゼbloな   

施設縦断臨床研究：J  
19  21  認知症対策  岩坪 威  

－ADNに】アスタディ  
きた。J－ADNlでは世界統 
ルを用いて、NEDO支援による」－ADNI グロー／くルスタディと連携し、全国38施  
設において358名のリクルートを完了し  

た。   画 みとして採り上げられた。   

アルツハイマー病の進行に伴って骨鴨  
由来細胞がl岩内へ浸潤することが最近  

細胞を血行性瞳実員   
超高齢化社会を迎えた我が国において アルツハイマ 

内勤■する機序の解  の研究で明らかになりました。脳内細胞  本研究により偶発される細胞医某の活   ー病1ま増加の一途をた   

19  21  認知症対策  内村健治        特記事項無し。  0  2  2  2  柑  J  0  0  0  
ハイマー痍治療への  アルツハマ 
応用  ン分子へ にとって壬妻であることがわかりました。  

ます。   
された。   

これら分子の発現爛節による細胞医薬  
の基盤技術が確立され草した。   
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研究課惣名  研究事業    研究者代表者氏  名  専門的ヰ術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開  
名  和 文  英 文  

始   等   
得   

孤荒性アルツハイ  本研究の成果によって、加齢性劇場虞  
マー病の病態機序解  性疾患のサロゲートモデルとしてのカニ ル 長寿科学振興財団主催の研究報告会  

にて発表したことで一般の方にも興味を  
明を目的とする、神経 柔和束輸送の加齢性  特になし。  持って頂き、さらにはM8dicaけパbリn8誌  

変化および障書メカ  れたとともに、加に伴う送の 書が、Aβの蓄積を介してAD発症の－  に本研究成果に関する記事が掲載され  
ニズムの解明   国となっている可能性が示唆きれた。   

た。   

ARTの安全性について、Pr8由rWllll症  盈および地方自治体が行っている特定  
候群患者の遺伝的発症原因解明研究  不妊治療助成制度については、日本産  
より」出産年齢の高齢化はtバ5帥1ytyP8  科婦人科学会ART登録データ中本制度  
の第15染色体母親性ダイソミ一恵者の  への登掃があるデータは27％、年齢層で  

生殖補助医療の医療  割合増加に強く関与している、高齢出産  は35－39鰻群が最も多く、続いて30－  
技術の標準化、安全  とは別の生殖補助医療に関わる因子が  34幾許が多かった。治療周期あたりの  

妊娠率■生産分娩率はともに利用群で  
非利用弓削こ比して高かった。治療同期  5  23  6  0  20  14  性の確保と生殖補助 医療により生まれた  

児の長期予後の検証  上に散在するインプリント朋連領域を網  あたりの生産分娩率もやはり利用群で  
に射する研究   羅的に解析する系を用い、いくつかの稀  高く、比較的妊娠しやすい症例が治療  

な発生異常の同定を行うとともに、ART  開始の初回、2回昌の治療周期に助成  
後妊娼の1UGR症例の胎盤を解析、DNA  制度を利用していることが多いことが推  
メチル化異†削ま検出されなかったとの  測され、本制度が効率よく利用されてい  
結実を得た。   ることが推察された。   ると結論できた。   

延べ110万人以上のt子データを国立  成育医療センターのサーバー内で縦断  
的に蓄積することにより、データ入力時  
の重複症例など入力ミスを発見したり、  
各地域での転出入症例を把橙・違鴇し  

法制化後の小児慢性  たり．一部の疾患群では非継捜症例を  

価・情報捷供に関す  特定疾患治療研究書 集の登録・管理・評   
る研究   や二次がん等の早期先見のための長 期診療継続の必要性、また、患者が多  

数の施矧こ少人数ずつ分散している間  
堰点を解析した。慢性腎疾患では、ネフ  
ローゼ症候群の肥満の間甥点を分析  
し、また、推定糸球体濾過量を算出して  
腎機能と比較した。   の開発を検討した。   教育校長会と共同作成，公表した。  また社会に情報捷侠を行った。   は比較的多い。   

平成22年1月22日に国立成育医療セン  
ヒト造血幹細胞への特性及びその由来  
による未熟性の遭いを免疫不全マウス  
を用いたh正㈹の系で明らかにした。特  
に、遺伝子導入のl殊に必要とされるフア  

小児難治性先天異♯  イブロネクチンと細胞膜表面抗原の開  

伝手稲胞治療法の憫  総合研究   に厚生労働省大臣からの承認が得られ  症に対する幹細胞遺   
発と臨床応用   Gon8mOr誌に発表した。また、レトロウ イルス挿入による白血病発症のメカニ  ズムを遺伝子改変マウスの系にて明ら  

かにし、その成果を8l00d誌に発表して  

多くの注呂を先めた。  観であり、また、木造伝子治療の成果を  
国際的に発表していくことは最先端の医  
苧の推進の大いに役立つ。   
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研究課地名  名・   名   臨床的観点からの成案   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  
開l緯  
始了  

和  
文   

得   

早産の予防は各国の医療体制や社会  

環境にも関わる極めて臨床的な露地で あり、外国の研究成果をそのまま当て  本研究の成果は、妊婦の生活指ヰに蘭  

全国規模の多施設共  はめる事はできない。したがって、日本  

固ランダム化比較！式  
の優れた妊婦健診制度と妊娠管理の方  

基づく早産予防ガイド  験と背景田子分析に   
ラインの作成   本の周産期医療の現状の中に組み入 れる必要がある。本研究の特色は．こ の五重なテーマに対してこれまで日本で  

全く行われていない本格的なRCTを行う  れる。   
ことである。   昇や過度のダイエットなどが背景因子と  

して関わっているか否かを調査する。   

新しい検査技術として注目されている  
タンデムマス法は、この数年以内に多く  小児科領域では原因不明の発達遅 滞、急性脳症、あるいは突然死などが起  平成19年に1▲「タンデムマス導入にとも  わが国の新生児マススクー」一ニンケ事  ＝州K松江rしまねっと」（20年l（）月）、2 

日本テレビ「ニュースゼロ」（20年11月）、 3 
タンデムマス等の新   ．山陰放送「医療最前線」（21年3月）． 4 
技術を導入した新し  ．M8dicaけribun8（19年10月）、5．教育医 事新蘭（20年2月） 

リーニング体制の確  19  21  子ども家庭 総合研究  山口 清次  

立に関する研究  リ 
年）、8、日本先天代謝異常学会シンポジ ウム（21年）、9．有機酸・脂肪酸代謝異常  

寛スクリーニングは早期療青開始によっ  療黄低級こも役立つ．   

てより効果的な療育を可能にする。   
医師と家族のシンポジウム（20、21年）   

発がん因子曝露によるDNAメチル化異  
鴬の誘発には樟的遺伝子特異性がある こ 

とを示し、その機構としてPo川結合が  メチル化抵抗性を与えることを世界で初  
めて明らかにした。また、ヘリコバク  

ヒト多段l瞥発がん過  ターゼロリ菌感染がDNAメチル化異常  
エビジェネティクスは近年社会的にも注  

程におけるエビジェネ  第3次対が  
現時点では直接行政施策として反映さ  

ティツクな異常の網羅 的解明と臨床応用に  
関する研究   異常を用いた発がんリスクマ 向上を通じて行政的にも貢献できる．   

的・社会的音義は非，削こ大きい。今後も 臨床的に妻な課麹を解決すべく 
影響は大きい。   

壬、エビ ゲノム解析を行う必要がある 
。   

も意義深い。  

がんの発生には少数の特定の遺伝子  
の変異だけでなく、多数の遺伝子の多 型によるわずかなリスクの増大の累積  
や食事、炎症など環境因子が大きく寄  

疾患モデル動物を用  与している可能性が高い。ヒトにおいて  

いた環境発がんの初  直接これらの研究を遂行することは匪  
難なため、遺伝的背★の均一な動物モ  

mlr34の同定を報告した論文はNatur8  

現時点では特になし  アジア版の特典記事や全国紙科学面に  
期発生過程及び感受 性要因の解明とその 臨床応用に関する研  ルでのヒトにい う本研究のアプローチはメカニズムの解  も取り上げられるなど大きな反響を呼ん  

だ   
究   明と治療法の有効性の検討が同時に可 能な点で有用であると考えられる。ま  

た∵一手して個体レベルでの解析となっ  
ていることから、より忠実に生体内の状  

況を再現していると考えられる。   
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研究課糖名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成案   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の鯛発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開一級  
始了  和 文  美 文 等  和 文  英 文 等  国 内  匡l 際   願 取  

得   

被爆者▼がん、甲状腺乳頭がん、大腸  
がんで．それぞれ特徴的な雨仁和RNA発  得られた成果は、放射線発がん研究の  
現，遺伝子再配列、遺伝子変異を見い  分野で世界をリードするものである。放  

放射線陣書に基づく  だした．REVlが突然変異頻度を上昇さ  射軌二よる発がん槌檎の解明とともに、  

固形がん先生の分子  せ．尭がんに関与する可能性を示した。  医療被ばくの防岩畳やがん治療′予防の  
特記事項なし  個別化など臨床応用につながるもので  

機♯の解明とその予 防一治療への応用に  
ある。それにより、学術的に重要で且つ  

朋する研究   頻が相関し．放線による伝子 書感受性の個人差に関わることが示さ  広く国民の健康増進に貢献するのみな  
れた。これらは、放射線発がん機構の  らず、国際的なエネルギー政策や産菓  
解明に資するものとして、国内外から注  政策にも影響を与えるものであり本研究  
日されている。   固形がんの個別化診断・治療の進展に  のインパクトは大きい。   

も貢献するものである。   

1．EGFR＋／HER3－が大横癌の分子棟的  
治療の新しい感受性予測因子となりうる  
ことを明らかにした。2．HER3低発現が  
Go鞘nib高窓受性に関与することを示し   ガイドラインに殿り上げらっれるにたって  本成果は愛知県がんセンター公開シン   

ヒト腫瘍の発生・発   た。3．眼付属器MALTリンパ摸に特徴的  現がGo月日∩；b適用可能な症例が少なか  いないが、MAし丁リンパ腫で先見された  ポジウムの時に、研究成果として、毎   

標的遺伝子がたの病型の一触にも欠失  回、ポスター展示を行うなどで公開して   

1g  21  栗3次対が ん総合戦略 研究  瀬戸 加大  

D  65  0  0  20  61  2  0  0  
用 ■ ＝＝  末梢性丁細胞リンパ性の中にATしLと頬  してのみとらえられないことを意味する  

似する疾患群が存在ることを明らかにし  ので、大きな意義がある。   る。   
た。5．皮膚のみに主症状を有する皮膚  

里人TLLは他の臨床病型とは独立した臆  
床病態を持つ。   できることを意味する．  

1）食道月平上皮がん化学放射線治療  
前生検試料の発現プロファイリング解析  食道がんの予知医療開発については、  
を世界で初めて行い、予後予測の可能  19年にBTJジャーナル（日韓BP社）に取  
性を示した。2）小児AMしは遺伝子発現   

ゲノム・遺伝子解析   プロファイルにより6サブタイプに分類さ  を行うマイクロアレイ検査アルゴリズムを  研究で基礎的開発濠行った食道がん・  ま、日経産業新聞19年11月29日「21世   

情報に基づく診断・予  駕3次対が  や、行政施策に反映された件は無い。 本研究において基礎的開発を行った個  
年8月り日の落谷孝広室長の記事、メ   

19  21   ん総合戦略 研究  吉田 輝彦  

的探索と．免疫遺伝  ガイドライン等に取り入れられた場合． がん医療の均てん化を回る中で保健行  
関する研究  政上の成果も生むことが期待される 

転移モデル動物を用いてRN劇分子の転  。  

移巣へのチノJくリー、標的遺伝子およ  「2030年への挑粗、核酸医薬」の記事  
び下流の分子の制御，転移の抑制が可  等．多くの報道がなされた。   

能であることを明らかにした。   有効性を示した。   

急性骨働性白血病においてにおいて、  
M・℃SF受容儲の発現が高い細胞が白  
血病幹細胞であることを見出した。テロ  
シンリン酸化蛋白質CDCPlは、invivoで  

ヒトがんで高頻度に  がん細胞の転移一波潤能に関わり、その  下記の新聞に記事が記載された。日本  

変異・発現克進・活性  第3次対が  高発現群は肺がんや膵がんの患者で  経済新聞（平成21年9月28日号）「が  

なし  ん、幹細胞狙い再発肪ぐ」朝日新聞（平 22511日「  
化している遺伝子を 標的とした新たな治 療法の開発に00する  

成年月）急性骨髄性白血病  
新規p5淵的遺伝子として〕NC5A遺伝 子．TMPS遺伝子NEEP封遺伝子を同  幹郷地を狙い治療国立がん研究セン  

研究   定し、これら遺伝子はカスペース依存性  ター」   
細胞死を誘導することを確認した。P53  

標的遺伝子Mio叩が、ミトコンドリアの品  
貫菅矧こ重要であることを見いだした。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課短名  名   名   
臨床的横点からの成果   ガイドライン等の踊発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  

開l終  和  
姶了  文   

得   

治療標的周子あるいはその候補を複数  
難治性小児がんについて、多数の臨床  
検体を用いたゲノム、トランスクリプトー  
ム、ケライコーム等の網羅的な分子プロ  

難治性小児がんの鴎  ファイリイングを行い、各疾患の臨床特  
床的特性に関する分  性と分子特性との関係を多角的に解析  

し、神経芽腫、Evvjng肉腫、小児白血  

子情報の体系的解析  19  21  兼3次対が ん総合戦略 研究  清濁「信勧  等の成果はなかった。   
診断治療法の開発に  形成に深くかかわる田子あるいは分子  
関する研究  プロファイルを多数明らかにした。培書  

細胞を用いたEwing肉腫の発症機構解  
析に有用なモデル系等、難治性小児が  
んの実験系を確立した。   行なった。現在．実際にその臨床応用を  

呂指した研究を推進している。   

ASH－1は、積々の促進因子によって蒼  
起される血管新生とリンパ管新生を広  
いスペクトルムで同時に阻止し、腫瘍の  研究期間の3年間で8つの国際学会で  
発育とリン／く節転移を抑制するが、内皮  講演を行った。また21年3月20日．名古  
細胞は雑書せず、抗癌剤との併用で効  畳市で開催された策7回日本臨床腫痘 ンム   

血管新生とリンパ管   第3次対が   果の増強が示された一方がん組織   
げることはなかった。   0  50  0  3  25    4  0  0   

る制療法の確立  研究  19  21    佐藤靖史  げられた。VASH－1はさまざまな病的血  
進して腫覚に寄与しており、 VASH－2を阻零することで腫瘍の発育が  管新生の制御に有用と考えられ、癌の  

編著に抑制されたことから、VASH－2は  みならず、血管新生を伴う眼科疾患へ  
がん治療の新たな分子標的になると考  の臨床応用が期待された。   

えられた．   

申請者等が開発した各々の動物発がん  
実験モデルを用いて肥満、高脂血症、  
糖尿病と発がんとの関連性の検討、医  

1．市民公開シンポジウム「がんの原因と  

薬品及び食品業村を対象としたがん化  
予防法：アスベスト、ピロリ臥肝炎ウイ  

学予防剤挨輔の検束、及びそのメカこ  
ルスについて考える」19年7月13日東  

ズム解析を行った。その結集、発がんに  
東関催青書林敬二2＿広島がん医療  

がん化学予価㈲の肌  黛3次対が  間違する新規分子標的を見い出し、高  従事者研修会「大腸がん予肪の最前  
発に関する基捜及び   19  21   ん総合戦略   武藤倫弘         脂血症治療薬、糖尿病治療薬及び降圧  捜」21年3月7日広島特別講演石川秀  
臨床研究  研究  剤の中から新規がん化学予防剤の候補  樹3．市民公開譲濱会「がん撲滅に向け  

化合物を探し出すことができた。新規分  
た新たな挑戦－これからのがん研究の  

子標的としてはリボ蛋白リパーゼ、7  
若き担い手へのメセージ」及びオープン  

ディポネクテン、低密度リボ睾白受容  
キャンパス2010年2月27日東女発  

体、アンジオテンシン受容体などが挙げ  
表・運営武藤倫弘   

られた。   考えられる。   

型共通エピトープに対する抗体はHPV  
粒子の脱穀を阻書する。抗体によるウ  
イルス感染阻書として、これまであまリ  
知られていない機構である。三次元培  

第3次対が  兼するとHPVの複製が起こるHPVIB型  輸血によるウイルス伝播の動向調査  

発がん予防の研究   ウイルスを標的とする   19  21   ん総合概略 研究  神田 忠仁       導入ヒト角化細胞は、HPV潜伏感染と分 化に連動するHPV増殖機構を解析する  は、輸血の安全性確保の施策を立てる 基盤情報となる 
新規のモデル細胞系となる。HCV慢性  

。   

肝炎患者血清に含まれるHCV準檀を網  
羅的に解析する方残は、持続感染する   
RNAウイルスの変異を追跡する優れた  
方法となり、応用範囲が広い。   高用王試験の成績が期待できる。   
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特  
年度  

原著論文  
（件）  

研究誅顆名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   
名  

臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパウト  出  

開l終  
始了  和 文  英 文 等  和 文  英 文 等  園 内  国 際   願 取  

得   

8本学簡壊潮によるたばこ規制推進の 「 

健診の場での短時間の禁煙介入の方 法論の開発や有効性評価等の成果をも とに、その制度化の政策捷言の甘子案 を作成した。禁煙を効果的に推進する  
保健医療システムの構築のためには、  

学術会議と共同して、たばこ増税の検討  

効果的な禁煙支緩法  票3次対が  煙治まを制度として組合せて実施する  健診の壌での禁煙介入と侃陰による窯   

の開発と普及のため の制度化に祝する研 究  19  21   ん総合戦略 研究  中村 正和         ことが必要であり、本捷言はその検討に あたっての貴重な基礎資料となる。中医  
協の結果検証のデータを用いて禁煙泊 療の医療経済評価を行い、極めて経済 効率性が優れていることを明らかにし  
た。本研究で用いた確率感度分析は緒  
についたところであるが、今後の研究の 絶進につながる がったが、本研究班の成果や活動が－  

。   

定の貢献をしたものと考える。   の作成協力などを行った。   

種舶繊でのゲノムワイドCNV解析の  8RCA†キャリアー女性のリスクファク  

結果、BR（：Al陽性腫瘍組織でβRCAl 子以にがん組とは  ターが解明できれば、妊牟性の確保に  
遺伝子不安定性の機  遺伝外孤尭性卵巣織 のこと  つながり、卵巣嫡出による更年期障害  
能解析及び遺伝子変  異なる遺伝子不安定性存在する およぴ 
異姓測モデルの構築   焉a次対が   、遺伝子コピー数の増加が遺伝   

19  21    田中 藍－  
イリスウキヤリア－の  研究  るのが現状である。今回の数々の知見 を踏まえ、高リスク瓢こ対しては予防的  
同定と発症予防法の  手術療法が適応となり、低リスク群では 経過観察で充分となる る解析が進んでいるとはいえ、日本人特  
確立  有の解析及び情報が我が国のBRCAl  

。   キャリアー女性を卵巣がんから救うため  
肪管理に正章な知見がえられた。  には必須である。   

①256．320タ蹄ルテスライスCTの開発による  
時間制方向の情報を有するCT診断が  

フィで検出不可の病変発見肺がんで  
可能拡大CTによる肋骨病変の質的診 断能の向上肺がん 

診断用機羊および診   、乳がんへのトモシンセ シス応用で診斬能向上と被曝低減が可 能②高精度がん検診により－610人中  
1g  21  第3次対が ん総合概略  

いたがん診断能向上  研究   398人5．23％封このん 大腸仮想内祝鋏臨味応用で進行大腸  
に関する研究  がんおよぴ5rnm以上の隆起性病変に対  

して1∝捕の検出能が可榊鼠臨床  
図像データーヘ■－スの豊後イントわト上で  
の公開⑤肺がん．乳がんに対するコン  対する均てん化が得られる   
ビュータ支援診断装置の開発と臨床応用   

得   

末梢型肺がんを標的とする低線王CTに よる騰がん検診は我が国で開発された ものの、死亡率減少効果という国際的  
櫻準の‡紬を用いて有効性を示した研  厚生労働省簾17回がん検診に閲する検  

究はなかったが、本研究では5年半とい  討会（平成19年9月10日）に参考人とし  

革新的な診断技術を  う短い追跡期冊でありながらもCT検診   
て出席し、本研究班の進捗状況、特にC  

日本肺癌学会の肺癌診療ガイドライン     ¶附がん検診の有効性評価研究の状況   

用いたこれからの肺 がん検診手法の確立 に00する研究  19  21  第3次対が  中山 富雄  を示した。肺門節点平上皮がんの減少 が指摘されていたが．頻度に地域差が 大きいことが示された 
結果を元に、「市町村手業における紡が  

。また肺門押烏平 上皮癌に占める早期がん割合にも地域  
ん検診の見直しについて一がん検診に  

善があることが示され 朋する検討会中間報告－Jが作成され  

、嗜癖細胞診や気 筐支鏡の精度にパラツキがあることが  
た。   

ナこ．  
示唆された。  
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研究課地名  名   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行取的観点からの成果   その他のインパクト  出  
名   

開終  和  
始了  文   

得   

がん対策推進基本計阻こ基づき胃がん  
■内視鏡検査の精錬に関して、地域が  

新たなTがん検診シ   これまで死亡率減少効果や精度につい   ん登録との記録照合という標準的な手   
ステムに必要な検診  第3次対が   て検討がされていなかった内視鏡検査  法で検討された点に意♯がある。偽陰  ま、内祝矧こよる軍がん検診は死亡率  が、本研究の成果はその手段の一つと   

19  21    深尾彰  15  18  0  10  0  0  0  0  

効性評価に関する研  研究  価がなされたことは∴今後の■がん検診  視鏡を施行する医師の技術的な格差に  る。本研究の成果を含めた今後の検討  際、懸念される内視鏡検査の処理能力   
究  システムを構築する上で意義がある。  よること否定できず、医療技術の均てん  

化の必要性が示唆された。   直しが必要になる可能性がある。   
ローチなどで対処していくべきであろう。   

単に臨床検体をもちいた大規操ゲノミク  
ス解析を行うのみでなく、分化レベルを  
抑えた細胞分圃を鈍化した上で比較す  
るため効率よく疾患関連遺伝子の同定  

DNAチップによる息  寛3次対が  が可能となった。実際本検体セットを用  

性白血病の新規分類 法漣案  19  21   ん総合胞略 研究  聞野性行       いた大規模ゲノム配列解析の結果、薪 たな発がん原因遺伝子の同定に成功し  なし   なし   0  24  16  0  23  15  0  0  0   

た。またこの様な目的で収集した1000例  
に及ぶ白血病芽球分国は、世界最大の  
純化がん検体バンクであり．今後の白  
血痍解析における極めて黄土な検体リ  
ソースとなる。   

SNPa汀8yなど最新の技術を用い臨床検  

SNPan¶yなど最新の技術を駆使して、 臨床検体を分析し、腫瘍の分子蜘の  
解明をめざした。この研究により発見さ  
れた州ms睡瘍のSOSTDCl、肝芽畦の  肝芽腫のメチル化を指様にした化学療  

癌の新しい診断技術  箕3次対が  MロM4．白血病のNM23とMUCl＊は、新  法効果予測法や、乳壕のホルモン療法  

の開発と治療効果予 測の研究  19  21   ん総合戦時 研究  金子 安比古       しい診断治療の分子マーカーになる。乳 癌ではHER2遺伝子とエストロゲン応答  効果予那去を、肝芽睡や乳癌の臨床治  0  20  2  0  27  5  J  0  0   

遺伝子に焦点を当て 療プロトコールの層別化に応用可能か  

、術前化学雛去と 内分泌療蔑の効果予那去を開発しつつ  どうか検討中である。   

あり、個別化医療への応用が期待でき  
る。  

内分泌療法の効果予測蔑を開発しつつ  
あり、もう一歩で臨床応用が可能にな  
る。   

癌に対する手術療法、放射線療法、生  
物学的治療の革新的技術を開発し実地  
医療lこ結び付けるための臨床試験を穣  

ガイドライン帆先のベースとなる臨床討  手術療法、放射線治療（碍子線治療、  
験デー一夕を蓄積中である。細胞療法、ワ  

極的に展朋、実用化に寄与した。合併 症の少ない手術を■癌、肺癌、前立腺  

がん治療のための革  癌等に対し開発し切除愚者の00し向上  いる。一般的にガイドラインとなる臨床  

関する総合的な研究   斬的新技術の蘭発に   19  21  第3次対が ん総合戦略 研究  西條長宏        に寄与した。陽子維を含む放射績照射 の技術向上によってより的確効果的か つ剤作用の少ない放射線治療が可能と  浅．生物学的治療の技術革新をなしえ た書はがん診療の進歩に大きく貢献す  

なった。細胞療法、ワクチン療法、ウィル  的）研究成果のエビデンスレベルは高く  

ス治療等の非臨床・臨床試験を行い、  ない。即ち将来策Ⅲ相比較！式験の対象  

所謂トランスレーショナルリサーチを治  となる治療法を開発したという点で棲め  
験レベルの精度で行える体制を構築し  て王要と思われる。   を求めるともに今後の成長を期待する。   

科学的評価を可能とした。   
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原著論文  
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研究課題名  研究事業   研究者代表者氏  名  書門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

隅l終  
名  和  

姶丁  文   
得   

主な成果は以下のとおりである。（1）肺  

癌化学療法におけるCEC胤の意義を検  
射した。（2）EGFR一丁Klによる急性肺障 書の関連遺伝子多型を見出した 

。（3）  
本研究によりもたらされる、効果■寺性  

乳癌発現解析より効果予測系を樹立し た。（ヰ）■癌発現解析から新規店遺伝  
の予測バイオマーカーの確立、これに基  

新しい薬物療法のヰ  窯3次対が  
づく治療の最適化により、難治がんの治  
療成績の向上が期待される。難治がん  

する研究   研究   入とその最適化に関   19  21   ん総合職咤   田村 友夷        子、予後関連遺伝子を同定した。（5） EGFRの♯鎖修飾はTKI感受性に関わ  の治療成績の向上は、国民福祉への大  
る。（6）HER2p針生乳癌のHER2阻書刺  きな貢献であり、我が国のがん薫物療  
耐性にPIK3CA遺伝子変異が関わる。  法の研究レベルの高さを世界に示すも  
（7）ソラフェニブはKRAS野生型肺癌絹  のである．   究の特徴といえる。   

胞ではB－W、KRAS変異細胞ではC－  
RAFを標的とする。   

昨今の薬剤開発は細胞生物学および分 にづくられて  

子生物学基研究か開発さ きたが、がんの増殖を阻書する薬剤は 例外なく正♯細胞の増巣を止める。すな  
週間東洋綾済2010．1．23日号53ページ  

新戦略に基づく抗が  第3次対が  「日本の技術力で実用化狙う新たな抗  ん刑の開発に関する 研究  19  2†   ん総合魁略 研究  松村保広      わちがん特異性がない。また、がん組織 は憫貫を柵築し．義剤のがん押胞への 到達をはばんでいる。本研究は、がんを よリマクロにとらえ、高分子菜剤の曝瘍  がん剤の可能性」篤8回抗悪性種痘菜  
開発フォーラム「エコメディシンをめざ  

選択的チノバリーと、その後の抗がん剤 の徐放的リリースを達成するという、園 形がんにおける現在の治療法の欠点を  すDDSJ2010年2月21日   

服し 
克うる。また、エ苧系と生物系マテリ のハイブドより化たノテ  
アルリッで進しナ DDSで 
ク製剤を開発予定ある。   

独自に開発した人工抗原捷示細胞シス  
テムを利用して、陪がんを特異的に傷  

書するCTLの認讃エピトープを同定し た。がん細胞において、CTLエピトープ  
の生成にオートファジーが関与している  

特異的細胞性免疫の  第3次対が  ことを初めて証明した。CTしが正常細胞  
一年に1回開催きれる、愛知県がんセン  

矧こなし  クーにおける研究所公開日に、ポスター  

ん治療の開発研究   研究   活性化による新規が   1g  之1   ん総合敗喝   葛島清隆        とがん細胞を区別する新しいメカニズム と、がんに対する免疫応答についての  を用いて研究内容の紹介をした。ホーム  

新しい視点を．捷示した。マイナー抗原  ページ上で研究内容を紹介している。   
特異的CTLの認許する抗原を．国際  

日印凧叩計偏に登録された細胞株とSNP  デー一夕を用いた相関解析法で同定する  
新規の方法を開発した。   大する。ワクチン接種した2例において  

王篤な有事事象は認めなかった。   

本研究で開発した08P－702は、hTERT  
遺伝子のプロモーターでアデノウイルス  

放射彿感受性ナノバ  El遺伝子を駆動し、放射線感受性プロ  
今までの抗癌測とは作用捜穐の異なる  

第3次対が  モーターEgrlでヒト正常型p53遺伝子を  
新規杭がん治療法として開発が進んで  

に対する臨床応用の  イオ・ウイルス製剤の 開発と難治性固形癌   
検三寸   ス製剤に抵抗性であった癌細胞でも杭  っ れ、国民の保健構生の向上に寄与する  

腫瘍効果が認められ、新たな分子機積  
と思われる。   

が明らかとなった。   
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原著論文  
（件）  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏    専門的・学術的観点からの成果   名  名  
臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開終  宥】  
始了  文   

得   

外国コピーの臨床研究だけを本邦で  
完全オリジナルのベクター技術を開発  
し、それを基にさらに癌治療医薬を開発  
（Su川，爪－CRAとその改良．今回開発し  

た新規m・℃RA）し、それを曲射ヒヘと進  

増殖型ベクターと幹  めるという点で、が」ジナリティーが高 い 

該当事項なし。   南日本新聞にて研究成果が取り上げら   20  93  0  0  †90  32  ＝  0  8   
細胞のオリジナル技 術による革新的な癌  れた（平成22年5月29日）  
遺伝子治療法の開発   研究   する技術開発という先駆的かつ挑戟的  

な試みを行ってきた点である。よって錘  
めてオリジナリティーが高く科学的にも  
先駆的な研究での成果という点で意義  
深い。  る本邦の国民福祉の向上に繋がる点  

で、臨床的にも極めて価檀が高い。   

預頚部がんでは，同時性異特性多発癌  
が重要な問鰭であるが韻頚部の初期病  

頭頚部特に下咽頭の喪在癌還見通し、  
初期病変の概念を作研究会の組織化  低主任の新しい原理に基づく治療某の  

開発に関しては何回かマスコミに取り上  
QOLの向上をめざし  第3次対が  へと発展した」劃陽癌烏対する肛門潰 につつ 

研究   研究   たがん治療法の開発   19  21   ん総合職略   江角 治安     存手術法は全国的広まりある。 腹膜播稚を伴う胃がんの化学療法、低  
暮性の新しい原理に基づく薬物療法、グ  暮性坑がん治療粂の開発である。  

レリン投与による体王減少食患不振予  ポジュウムでも取り上げられ大きな反響  

肪法は臨床試験の段階に入った。  
があった。   

の隕発は臨床的に大きなイン′くクトがあ  
る。   

外来通院中qがん患者529名を対象に 賛同紙璃査を行い、我が国のがん患者 は悪い知らせを伝えられる膵に、明確な 情報提供、質問の奨励、情緒的サボー  
ミュニケーション技術研修プログラム、王  

QOしの向上のため  トを望んでいることが示唆された。また がん鍋をとしたインタ  

の各種患者支援プロ グラムの開発に閲す る研究  19  21  策3次対が ん総合戦略 研究  内主 席介  進行患者名対象 ビュー調査を行い、患者からみて有用な スピリチュアルケアが抽出された。さら に経験を積んだ作業療法士20名を対象 に半構適化面接を行い内容分析を行っ たところ、終末期がん患者に対するリハ ビリテーションの効果指標となる要素が  
抽出された。   て、有用性あるいは実施可能性が示さ  

九た。   するためのプログラムを開発した。   
21）を出版した。   

H19年度事業において「当事者と医療関  
甘木において†書搾格差の実揚は明らか  保有のよりよいパートナーシップを求め  
ではない。本研究の検討により、どのよ   がん対策基本法策定の背景になってい    て？がん患者と家族のための情報提供と   

患者・家族個民の視  
について把握し、国で不足している  相鉄支援センターのがん書門相談■の ためのマニュアルの内容および範囲に  

兼3次対が  ついて検討を行い 

のあり方に関する研  研究  アクセスしやすい情報捷快方法を 施  や実施可能性を含めた検討をすること  点に立った適切なが ん什報捷供サービス  19  21   ん総合戯略  高山 智子  

究  
供のり方価法の検は、  めらてい。 

していく 
ていくことが必要である。検討結果につ  基盤のlこつなると考えらた。   
をしていく予定であ争。   けて成果報告をしていく予定である。  Prof．Kr8P5を招き講演会を国内4箇所で  

実施した。   
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特  

年度  
原著論文  

（件）  

研究課魅名  研究事業   研究者代表者氏  名  専門的・学術的観点からの成果   臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のインパクト  出  

開  
名  和  

始   文   
得   

がん診食違彿拠点病院などで実施され  
る院内がん登録の普及は進んでおり．  がん診療連携拠点病院における院内が  
500施設以上で実施されているものと推  

院内がん登録の標準  第3次対が  定される。その実施・運用にあたる院内  臨床で用いられる院内がん豊樹†粗を 院内がん登録情報を連携できる院内が   ん登録の体制整備の目標として、「院内 がん登録のマイルストーン」を策定した。  院内がん登録の普及の影響もあって、 地域がん登錨の精度も向上傾向にあ  

化と普及に関する研 究  19  21   ん総合職略 研究  西本寛                る。このことは、わが国あるいは地域に おけるより正確ながん露忠幸の推定に  会で初級修了者が1900名を超え、標識  において報道された。   
的な院内がん登録の普及に＆bてお  役立っていると思われる。   
リ、この教材やカリキュラム策定に本研  いられている。  

究が弄赦している。   

本研究では、全国で郵L機能、影響力が  
増しているがん関連の患者団体に蓄積  

患者が求める情報の全体像を体系化  患者が求める情報ニーズと、その提供  
し、患者団体・医療臓腑その他の社会  体制については、がん対策推進協議会  

その他．がんの実態  
蝕閣それぞれの役割分偲について考察  においても度々王嚢論に出ており、患者団  今後は、研究の過程で実施したインデブ   
した。特に本研究では、これまで体系的  組むべき事柄として8つの論点を抽出し  体等の責務についても、がん対策推進  スインタビューおよび論点抽出結果を、  

0  P  0  0  0  0  0  0  0  

事な研究   把握とがん情報の発 信等に関する特にi   19  21  第3次対が  黒川蒲  定性隋掛こついて取り組み、8つの論点  は，現状批判のみならず協働のための  薙が明紀されている。今後の情報提供  ブサイトで広く発信することで、研究成果  
を捷言としてまとめたことにより、今後、  体制について、がん対策推進射画の再  
よりよい情粗発信体制を構築するため  策定に向け、議論促進のプラツトフォー  
の一助となったと考えられる。   に社会の中で取り組むことができる具体  ムが構築できたと考える。   

的解決策を捷示することができたと考え  
られる。  

臨床治療面を正視した全回がん診療評  
平成22年1月31日に東京大字安田講堂  

価システム（有効性、安全性）の構築・  
にて（財）日本対がん協会の支援を得て  

市民公開講座「がんになったあなたや家  
運用のため、放射維治療の基本DB，各 Dt） 

がんの診療科データ  
第3次対が   論を完成し、学会HPよリDL可能にし オープンソース化させた。全国の放射線   

ベースとJ8P即1080  19  之l    手島昭槌  
DatabaBe（JNCD  研究  
B）の構築と運用  治療施設の情報系整備に貢献した。院  用可能であることを示した。放射線治療  究助成金計画研究班181：がんの黒字  檎造（装備・人員〉の基準データをその  られた HPを利用して事前事後の質問          内がん登録、臓器別がん豊録とも†‡雑 共有を可能にするため共通化什報を没  

定した．学会の定期的施設楕遁調査を  た。また事後アンケートにがん登録を義  
支援し診療の質評価の基盤を構築し  

務付ける法律の支持を約8仇の聴衆か  

た。   にした。   
ら得ることができ、引き続きわかりやす  
い啓発活動が必夢と痛感した。   

都道府県が推薦する者あるいはがん診  
日本臨床腰痛学会と教育セミナーを共  

療連携拠点病院に勤務する、がん化学  
催した。毎年約800名の医師およぴコメ  

療法医療チーム、緩和ケア・精神腫瘍  
10000名以上が、当研究の下に行なわ  

がん医療の均てん化  
に資するがん医療に  苧に従事する医師およぴチーム、がん 診療に従事する診療放射線技師．がん  

携わる書門的な知緩 および技能を有する  
医療従事者の育成に  期間のがん専門研修医などの多職権に おけるがん研修を企画および運営し、人 材青戒プログラムを作成した 
関する研究   。一部の学  

習用コンテンツをDVD化し、都道府県が  
医療費の浪費が減少するものと期待さ  

ん診療連携拠点病院を中心に配布し  
れる。  専門医に対する啓蒙を図る目的として  

た。   イダーとして認定された。   
医学生，研修医のための凝痔内科セミ  
ナーを純綿して開催した。   
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特  
年産  原著論文  

（件）  

研究課題名  研究事業   研究者代表者氏    書門的・学術的観点からの成果   名  名  臨床的観点からの成果   ガイドライン等の開発   その他行政的観点からの成果   その他のイン／くクト  出  
開終  和  
始7  

文   

以下の成果が得られた1）わが国初の  
医師に対する集中型の緩和ケア教青プ  
ログラムPEA（）Eが開発された。2）わが  1）緩和ケア研修会の標準プログラムお  

がん医療の均てん化  国初の看護師に対する先中型の緩和ケ   

に資する緩和医療に 携わる医療従事者の  
育成に関する研究   界初の小児科医に対する集中型の緩和  た。3）緩和ケア研修会の実施によリ700  公開し、各都道府県およぴがん診療拠  8月9日2面、がん緩和ケア等があげられ  

チームの基準の開発  点病院に配布することによりその間催を  
4）調剤薬局における緩和ケアの実鰻が  支援した。   
明らかとなった。4）わが国初の緩和ケ  
アの卒然学習到達自嫌が朋党された灯   

がん対策基本計画に従ってがん医療の てん化 
がん医療の均てん化に必要ながん診療  
連携拠点病院の塊能強化を図るため  均、特に、がん患者がその居住 する地域にかかわらず等しく適切な書門  
に、病理診斬．放射線画像診断、  

的ながん医療を受けることができるよう  
がん医療の均てん化  

に資するがん診療遵 携拠点病院の機能強 化に蘭する研究  19  21  がん臨床研 究  石倉 聡     hbr㈹ntlOn81R8dfo†0訂（JVR）、消化管 内視鏡診噺・治療こ放射線治療、抗が ん刑治療、外科手術、緩和ケア、臨床．  院の整備針の改善項目をがん対策推 進室に提言した。また欧米先進国に比し  

l険、相談支媛センター機能など、書門分  
遅れている放射線治療の推進に必要な  

野毎に検討を行い、拠点病院の整備指  
課矧こついての検討を開始し、平成22  

針の改善に必要な捷盲を行った。   年度以降も研究が継摸されることとなっ た。   

がん患者の療養生活の質を維持向上  

とにも寄与する可能性が期待される。   

でがん患者のためのグループ療法が患  
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